






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































W鮒ds　of　the　City　ofLondon 264 147 138 23 99 32 79 78 12 ｛M0




10 17 36 31 60 30 28 18 11
Westminsterおよびその諾リパティ 4 10 1
Midd1esex　Parishes
およびDistricts 69 11 16 16 6　　　　5 27
合　　　計 279（人）264 208 90 198 106 124 132 42
1618年Wards　of　the　City　ofLondon 144 248 50 55 13 29 15
BridgeWardWith㎝tおよびその諾リバティ 107 17 14 7 15
1635年Wards　of　theαty　of































































































































































































































































Artistic 63（人） 60（人） 60（劣）
Clothes・making22 129 17
Cloth－making 1 713 O．14
Education 6 29 20．6
Food 4 21 19
Leather 10 22 45
Legal 0 3 ‘Medica1 7 22 31．8


























































































































































































































































































































「Queenhithe 20 13 5 1 1 一1Tower 195 115 32 45 1 2
Vint】ly 29 23 5 1 一 ■
Wa1brook 5 2 1 1 1 一
253 217 9 3
合 計（人） ユ8401358 482
（出所）I．Sc01ユloudi，地物榊∫oプSま〃惚㈱初肋僅」吻肋切〃∫1593．1627．1635．1639．1985，
　　　p．22から引用百
　⑬　R．E．G－Kirk　a口d　E．E．Kirk（eds），亙ε肋7〃∫oグλ〃刎5Dωθ〃伽g初肋彦
　　α妙．σ〃S刎肋淋・グエ0肋勉介0刎伽肋9勉・グ肋榊γ”ま0ま肋0グ
　　∫肋ωI，III，1907，P．247・〔以後1～物榊5と略記〕Scouloudi・ψ・肋・・”タε舳
　　1刎刎タ9πα”0勉，p，136．
鯛1肋・，P・137・
　⑪5　1〃6．，p．138．
⑱Ki・k，・ψ．泓，肋舳・，II，P・84・S…1。・di，・ク・仇”㈱”刎紗α肋椛・
　　P．139．
　ζヵ　　1あξ∂．，p．141．
　Φ魯　　1’5ξ五，p．142．
⑲S・oulo・di，ψ．仇。肋舳・oパ伽α勉g㈱・P・82・
　奪◎　1肋∂．，P・105・
　⑳〃6。，P・81・
　⑳1あ倣，p．82．肋〃伽飼o〃Wα”W脇0〃まに住む食料品雑貨商（gr㏄er）で参事
　　会員（alderman）のPaul　Banningは雇職人（joumeymen）とLて72名のイギ
　　リス人，89名の外国人を雇用し，徒弟として139名のイギリス人，20名の外国人を
　　使用していた。このような外国人はおそらく．，City　Companiesの会員とLて承認
　　されていたと推定される。
燭S…1・・di，・力．仇肋舳・・パかα閉g舳・P・81・
　（4）熟練工亡命者とギルド
　本節ではニリザベス期以降の熟練工亡命考が諸カソパニーとどのような関係
を維持していたのか，その内容を検討してみよう。
　まず確認すべき前提を述べておこう。第一に，カンパニーの方針によって扱
おれ方が異なるだげでなく時代に応じて種々の規制にも服したげれども，外国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　154；
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人が一定のカンバニーの会員になり得たことは確実であったという点である。
第二には，前章で指摘Lたように，外国人の基本的な経済活動がr独立の手工
業経営」であったが故に，カソパニーの会員にならなくとも自已の職業を実践
し得たという点である。事実，1582／83年の調査では外国人の経済活動の成功
にカンパニーは当惑すらLているのである。ω
　1560年以後ロンドソに・大量に押L寄せた熟練工亡命者に対して，諾カンパニ
ーが深刻な不安に陥り急速に警戎の念を強めたのは，おそらく初期の20年くら
いであったろう。その間にも大陸の宗教戦争の激しさの程度によって，移民流
入数に増減があり，とりわげ流入数が急増すると諸カソパニーは厳しい規制替
置を講じて，彼らの経済活動を圧迫しようとした。｛21外国人熟練職人の経済活
動に関する規則は，古くは1523年の法令（statute）〔14／15Henry　VIII，c2〕
で決められており，その規定によれぱ第一に，手工業に従事する外国人は国籍
取得考であろうとなかろうと，イギリス生まれの外国人徒弟ならぱ雇用可能で
あり，第二に，2名までの外国人雇職人（jOumeymen）またはcOvenant　ser一
∀antsを使用でき，第三に，シティ内およびその周辺2マイル以内に居住する
外国人職人（Stranger　Craftsmen）は諸カソパニー（City　Companies）の講
査（search）に服す，と決められていた。そLて1529年の法令（statute）〔21
亘enry　VIII，c16〕ではこれに，国籍取得者のみが家屋を建て店舗を維持しう
るという条項が加えられてくる。だが外国人職人に対する規制が法律上とくに
意識されるように。なるのは，1530年以降熟練工亡命者が相当数流入するように
なってからで，同年の法令（statute）〔32Henry　VIII，c16〕には，臣民であ
れ国籍取得者であれ如何なる考も4名以上の外国人下僕（alien　servants）を
有Lてはならないと定められていた。またエリザベス期に入ると1563年に職人
条例（Statute　of　Arti丘cers）〔5E1izabeth　I，c4〕が通過し，この条例40項中，
2項が外国人職人にも影響を与えたと言われ，24項「7年聞の徒弟をへた老の
みが雇用されうる。」という規定と，26項「3名以上の徒弟をもつ，すべての
　1546
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織元（c1othiers），縮絨工（fullers），勇毛工（shearmen），織布工（weavers），
仕立屋（tailors），製靴工（shoemakes）は，他の徒弟1名につき1人の雇職
人を雇用すべL。」という規定がそれであった。＝劃大枠としての外国人に関する
法令には以上のようなものがあったが，市当局者はなによりも基本方針として，
外国人が相互に商品敢引をするのを禁止するとともに，外国人が店舗を持ち小
売り販売するのも禁止しようとしていた。外国人に対するこうした規制措置は
1574年にはさらに厳しくなり‘4〕，そこでは「市民はイギリス人以外の如何なる
者も徒弟とLてはならない」と定められていたが，このような規制強化の背景
には，亡命者の流入数が急上昇Lていたという史実がある。但し，こうLた種
々の規制措置にも拘らず，事実上そのような法律は無視されて外国人の経済活
動は営まれており，従ってイギリスが不況に突入すると必ずと言ってよいほど，
イギリス人の手工業者達から，外国人は7年問の徒弟を経ずに職業に従事し，
勝手に店舗を構えて小売り販売をしているとの訴えが生じてくるのである。㈲
ところで亡命者はイギリス人には未知の新産業を数多く導入したが，そうした
諸産業がどの程度旧来の諸規制に服したかは，不明な点も多い。｛6jまた諸カソ
パニーは通常では外国人職人の経済活動を絶えず牽制Lて自由な経営活動を禁
止しているが，一方で自己の利益のために彼らの熟練技術を利用できる場合に
は，とことんそれを利用して，その経済活動を許容していた。ほ：例えぱ1627年
にG1az1ers’CompanyとBlacksm1ths’Companyは，ある外国人鍛治屋
（b1acksm1th）が徒弟を使用しンティ内で仕事を続げられるよう請願書を提出
している。この理由は明白で，その外国人がイギリス人の職人にr技術伝授」
をLていたからなのである。
　次にカンパニーが外国人の加入許可を下した実例を整理してみよう。まず大
事な点は，すべてのカンパニーが外国人を受げ入れていたわげではないという
事である。例えぱ外国人を完全に除外したカソパニーに，Butchers’Company
とGolds㎜iths’Companyがある。｛8〕この二つのカソパニーに関しては，1575
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1547
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年に女王が公げに外国人受げ入れを禁止していた。但。し外国人刃物屋（Cut1erS）
だげば国籍取得者である場合に隈定して入会を承認されていた。値］ところで外
国人と諸カンパニーの関係を示す翼味深い資料がある。血o〕それは1583年9月か
ら翌年の9月9日までの期問について作成された報告書だが，この報告書を検
討すると以下のような諸点がまず明らかになる。第一に，各カンパニーがそれ
ぞれ個別の規則（rulingS）を作成しており，あるカンパニーは外国人を承認
し，別のカンバニーは彼らを拒絶しているという事である。第二にWea▽ers’
COmpanyおよびJginers’Companyを除いて，言及されている外国人はご
く少数であったという事である。第三に，ヵソパニー内でのo租ce　hierarchy
と関連する外国人の立場は一様ではなかったという点である。本報告書では，
外国人との関連では27件のカソづ二一が言及されていて，その内11件のみが特
殊な条件を付加して，外国人を承認していた。（表参照。）．
　本表の具体的な検討から判明するのは，第一に，カンパニrに正式加入する
には，一定の加入金や会費の支払いとは別に，’その外国人が国籍取得考である
ことが，何らかの資格に類似する’ものであったと考えられることである。もL
仮りにこの推定が正しいとする．と，本稿第皿章一（2）節で扱った様に，ニリザベ
ス朝の20年を経過すると外国人の多くは国籍敢得者とならないことが同時に，
彼らの経済生活がr独立の手工業経営」に基礎を置いていたことを裏づける証
拠となるであろう。第二に，諸カソパニーが恐れたのは，外国人の職業カミそれ
重で行なわれていたロソドンのr伝統的部門」とぶつかり合うことであったと
いう事である。これは左表の〔2〕の場合のように，加入条件にカンパニーの
活動と関連する技術の使用を禁じていることからもわかるし，また表には記し
てないけれども，〔10〕一③の2名のうちの1人John　de　Horseは絵画の販売
と画筆（bmshes）製造に従事していたが，それはカンパニーの活動と直接的
な読合関係にはなかったと考えられるのである。匝』カンバニー側が外国人に対
して一番懸念Lたのは，外国人の職業がそれまでカ：■バニーで担われて一きた
　ユ548
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カソパニーの名称 内　　　　　　　　　容
〔1〕
〔2〕
〔3〕
The　Company　of　Armourers①様々な額で会費を支払う親方（maSterS）！
一4名。②雇職人一4名。
TheCOmpanyofBaber・sur・①surgeOnsとして活動する5名の外国人
geOnS に対して特別な厚遇。②カソパニーに。関連
する技術（SClenCe）は用いないという条件。一
The　B王acksmiths’Co血pany
／・〕1・・・・・…叩・・・・・…
①過去6年間は外国人を許可していたい。
②しかし16名の外国人がこの職業に従事し
ており，内3名は国王の開封勅許状（Letters
Patent）によって承認されているが，他の13
名はそうした承認もなく会費（dues）も支払
てっない。
①　2名を許可。
〔5〕
〔6〕
〔7〕
〔8〕
〔9〕
〔10〕
〔11〕
The　Company　of　Dyers①b Othersとして2名を承認（1名は2人
の下僕を使用する外国人で40シリソグを支払
っている。他の1名は20シリソグを支払って
いる）。②両者とも国籍敢得老。
The　Co血pany　of　Embroiders①カソパニー内で刺繍職人として働かせる
ために2名の雇職人に許可を与える。②会
費（quaterage）は4d。
The　Company　of　Girdlers①2名の外国人のみを承認。②国籍敢得1
老。　　　　　　　　　　　　　　　　　r
The　Company　of　Haberdash－
erS
①9名の外国人を承認。②後らはフニル
トエ。③1人当り2s－6dの支払い。
The　Co血pany　of　Merchant
Tailors
①国籍取得者のHenryeShePhedrdのみ≡
を承認。
The　Company　of　Stationers
The　Weavers’Company
①broth sとして6名の外国人を承認。
②内4名はすぐにイギリスを離れる。③
他2名はFreeDenizensでB1ack｛「ia「sに
居住。
①〔brothersとLて承認された者〕親方
（masters）一73名，雇職人（joumeymen）一
89名。②〔承認を受ける時の支払い額〕親方
一5ポソド，雇職人一3s4屯③（会費）親
方一6d，雇職人一3d。
15｛9
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r伝統的職業」と競合して，そのためカソパニーの下層を形成する小親方やジ
ャー二一マソ層の経済活動が窮地に追い込まれることであったに違いない。胸
幸い外国人の多くの職業がイギリスに’それまで紹介されたことのたいr新職
業」であったために，直割カソパニー側からの露骨な反動政策を回避できたが，幽
これがカンパニーの「伝統部門」と直接に絡み，外国人が自己のr新技術」に
基づく高度な生産力をもってカソバニーの利害に低触するに至ると，事は容易
に運ぱなかった。その一番の例が，London　Weavers’Companyとの関係で，
外国人職人の中心的職業が絹織布工を主とする種々の織物業であったために，
外国人の使用する織機や機械に対する敵意や破壊運動が，かなり頻繁に見られ
るのであ孔蜴そして，坂巻氏も指摘するように，外国人職人に対する糾弾は
不況期に頻発L，その証拠に不況期の1620年代に，brokers，cutlers，dyers，
c00pers，jOiners等から外国人職人は猛攻撃にさらされているのである。
5主（1）　Scou1o口di，oク．む肱，λ〃召〃1刎刎’97αガo〃，P．ユ30，Pettegree，oカ．c狙，PP．274－
　　275この時期に当惑LているのはLondo口Co血pa㎜esはかりではなかった。外
　　国人教会の礼剃こ参カロするイギリス人の数が急増していったために，当局老が慌て
　　ふためいて，1573年10月22目付で枢密院は二つの外国人教会に，非国教徒（dissid・
　　ent）のイギリス人を会員として受け入れるのを拒絶すぺしとの手紙を送っているの
　　である。これはエリザベス期に入るとピューリタソの活動が活発となり，当局によ
　　る非国教徒への圧迫が強化されてきた事を示しているのである。
　〈2）　Scolユloudi，oク．‘〃．，灰2彦刎7捌∫qグ5f””挽8275，P，46．
　｛3）1ゐ泓，P・49，P・116・
　〈4）　Sco1ユloudi，0ク．oξた，■4κε勉1刎洲｛g7ακo勉，p．127．
　＜5）　Scouloudi，oク・6〃・，　1～勿〃7〃5　ρグ∫ま7α惚g27∫，　PP．62－65．　Scouloudi，oカ．　6ξ友，
　　λ〃肋∫刎”8吻κo挽，p．124一外国人商人が輸入品を小売り販売しているとの議論
　　もあがっているが，それに対する弁護は，彼らの販売する商品カミイギリスでは製遣
　　されてないというものであったo
　て6）　Sco1ユ1oudi，oψ・6ξ左，1～助”7地5ρグ5か”〃92κ，P．50．
　（7）　Scouloudi，oψ　‘：〃。■41κ施1刎〃吻gκ吻向o〃，P　123
　（8〕乃泓，P．131一
1550
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（9）”姐，P皿131－133・本文における1583年の報告書でも示されているように，諸カ
　ソパニーへの加入には額の会費（ihe）が徴収されていた。その徴収額はカソバニ
　ーによって異なるばかりでなく，ときに個人によっても違っていたoまた内部の規
　約も相当厳Lく，1595年に外国人絹織布工に対して起草された条例（0rdinances）
　によれば，国籍取得者とならなかった外国人はカソバニーに承認された初年度，各
　々1名を起える徒弟，雇職人を持つことはできなかった。また同様の原理が織機数
　に関する規約にも適用されている。国籍取得老でない会員（freeman）は4台を越え
　てはなら次かったが，国籍取得会員（freeman　denizen）は5台を許可された。ま
　た外国人はカソパニーの厳Lい検査にも服しており，1615年のTumers’Company
　の条例では，シティおよびコルチ呈スターのすべての外国人は検査のために，彼ら
　の作ったいす（chairs）をヵソパニーに運ぶように命じていた。
く1◎　ScouIoudi，oψ。o｛た，1～勿勿7勿∫ρ戸∫〃α閉8－27∫，PP．43－44．Kirk，oψ．o6友，1E召ま〃γ地8，
　II，258伍27件のカソパニーのうち他の11件は過去6年間に外国人の承認なしとあ
　る。但し，その11件のカソバニーのうち，外国人についてなんらかの記述をLてい
　るのはJoiners’Companyであるo
屯］）　Scouloudi，oカ．δた，1～4刎7郷げ5ま〃椛g278，P．43．
⑲　坂巻清薯『イギリス・ギルド崩壌史の研究』（右斐閣，昭和62年），169頁。
ζ今　Scouloudi，oク．δた，R勿”γ閉∫oグ∫かα物g373，P．81。
Φ4　　1あま‘乙，　pp．62＿65．
⑲Scou1oudi，功・o机，λ〃伽1刎刎な〃肋捌，p．243．このように外国人の使用する
　機械に対する攻撃は経済不況時に生じやすく，1623年9月にはイギリス人の針製造
　工（need1emakers）が長老会（Cou打of　Aldermen）に請願書を提出L，外国人の
　使用する針製造用のエンジンが針製造工の職を奪い，「誤った製晶」（faulty　prod－
　ucts）を製造Lていると非難しているのである。〔”姐，皿117．Scou1oudi，oゆ．6扱，
　地肋閉sψ∫肋〃8〃∫，p－52．また本稿V章を参照のこと。〕
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IV　ジェームズー世（1603－25年），チャーノレズー世治下の
　　亡命者集団（1625－1640年）
　　　　一追害期の熟練工亡命老達一
　エリザベスー世が逝去（1603年）し，ジェームズー世が即位する17世紀初期
のイギリスは，宗教および政治・経済上の諸矛盾が徐々に露呈し，宗教問題で
はかのピェーリタソ（非国教徒）が信仰の自由を大担に要求し，それと並行し
て経済的には下院を拠点として経済活動の自由と平等を主張する反独占運動が
大河となって，一部の独占業者および国王に押L寄せて行く時代であった。そ
して同時にこの時期は深刻な経済不況のために主に毛織物業を営む各種の手工
業考たちが貧困の碑き声をあげており，ロンドンのような都市ではそのしわ寄
せが外国人熟練エヘの公然たる非難となってあらわれてくるのであった。また・
イギリスに新産業（職業）を導入Lイギリス経済を活性化させるのを期待され
たそうした外国人熟練工・そしてその統制の基軸である外国人教会はニリザベ
ス期こおいて政府当局から十分な保護を与えられていたが，このギブ・アン
ド・テイクの良好な関係もピューリタン革命へと向げて徐々に崩壌し，こうし
た情況の中で，ロソドンの亡命考集団とその代表たる外国人教会は受難の時を
経験するに至るのである。以下において熟練工亡命者の経験した困難を経済と
信仰の両面から追跡し，この苦難の蒔代の亡命老杜会の状態を検討してみよ
う。
　外国人（亡命者）の職業活動に対するロソドン居住のイギリス人の不溝およ
び攻撃は，杜会的，経済的諾条件の悪化と密接に絡まり合って，16世紀末から
発生していた。だがニリザベス期では中央政府の外国人に対する積極的な保護
政策の故に，そうしたイギリス人手工業者からの様々な不平が直接外国人に影
響を及ぼすことはなかった。ωイギリス人との経済的対立が激化Lそれが本格
的に顕在化するのは，1615年夏以降である。この年迫り来る経済危機を前にし
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て，外国人の経済活動に起因するイギリス人の苦情を検討する委員会が当局に
設げられるからである。｛2〕深刻な経済不況の中でこうした委員会が設げられる
舞台裏には，London　Weavers’Companyのようなカンパニーから次のよう
な不満があがっていたからである。すたわちそれを要約して述べれぱ，（1）外国
人は商工業を傷つけ法令（Statutes）で許可された以上の雇職人（joumeymen）
を雇用L，検査の際にはそれを隠している。また安価で生活Lそれ故イギリス
人より安く販売している。（2）法律に反Lて絹のレース（silk1ace）を輸入して
いる。（3）外国人をイギリスに導いたのは戦争だが，」すでに迫害は終わったのだ
から彼らは強制送還されるべきである。（4）委員会にオラソダ人の使用Lている
機械のひとつの使用禁止を要求する。帽〕このように，イギリス人商工業者の不
満を聞く委員会の設立によって，シティ・カンパニー（City　Companies）の多
くが外国人に対して辛辣な不満をぶつげる機会を得たのである。そして前章で
も述べたように，このようた外国人に対する不満の稔りは種々の中小生産考達
からも猛烈な勢いで生じ，外国人熟練工を悩重すことになる。1623年9月には
次のような苦情が針製造工（need1emakers）から長老会（Court　of　A1dermen）
に対して提出されている。＝4〕その苦情の内容は，外国人の使用する針製造のた
めのエソジンがそれを利用する人問の生命を危険に晒しているだけでなく，こ
のエソジンのために針製造工の仕事が奪われたというものであった。そしてイ
ギリスの針製造工はなんとかこの機械を廃棄するよう要求Lているのである。
深刻な不況期に入りロンドンの職人層の生活が困窮に陥ると，それまでかろう
じて隠されていたイギリス人の職人層と外国人の職人層との間の矛盾が露呈し
て，この矛盾の本質が外国人熟練工のr技術優位」に基づく生産力水準の格差
となってあらわれたのである。具体的には，外国人の日常使用する，製品製造
のためのr機械」を廃止する要求となって露出したとみてよいだろ㌔この不
況期にイギリス人がr技術格差」の問題にとくに敏感になるのは当然であるが，
1624年にはthe　Master　and　Wardens　of　the　Weavers’Companyが長老
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会（theCourtofAldeman）に，商人Abrah皿Chamberlenがカンパニ
ーの規約に反して，織布工程に種々の外国人熟練工の技術を使用していると苦
情を述べている。このような苦情は，先ほどの外国人使用のエンジソに対する
僧悪とは若干異たるが，これもまた外国人熟練工の保持するr高度な技術」に
よってカソパニー全体の活動が著しく妨害されたとの意識から生じたものであ
り，外国人熟練工の圧倒的r技術優位」への憂慮という点で，軌をひとつにL
ている。＝5〕
　ところで，ジェームズ期からチャールズ治世にかけて周囲から種々の圧力を
うげたのは，このような外国人職人集団だげではない。｛6〕彼らよりもっと露骨
に非難の矢面にたったのは，永年イギリスに定住して相当の富を築いていた外
国人商人達であった。とりわげイギリスーネーデルランド間の政治経済状勢
に亀裂が生じると，外国人商人の多数を構成するオランダ商人はその峡に立た
されて様々な非難を浴びることにたる。外国人商人への圧迫はそうしたものの
みでばない。この時期，国王財政は極めて悲惨な状況にあり財源を捻出するた
めにあらゆる手段が講じられたが，その手段として独占（パテソト）賦与政策
が最も重要な位置を占めたことは，研究史上周知の事に属する。17〕そして国王
財政の極端な窮乏期において，国王や枢密院が富裕な外国人商人からなんらか
の資金を獲得Lようとするのも，まさに当然の成り行きと言わねぱならなかっ
た。以下これらの点について詳述してみよう。
　1620年代の経済不況期に苦境のどん底にあったのは外国人熟練工のみならず
外国人商人も同じであったが，種々の苦難は1619年の星室庁訴訟事件（Star
Chamber　Case）となって最初に現われてくる。この訴訟事件の背景には1617
年におげる，ウールンの完成品輸出政策の完全なる失敗（コケインの企画の挫
折），帽］16ユ8～1622年の経済危機があり，これらの不況の根本原因は北西ヨーロ
ッバにおげる貨幣改鋳にあったと言われている。
　すなわち，大陸での銀貨の悪鋳が災いして，イギリス産のクロス（Cloth）
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が大陸市場から閉め出されただけでなく，イギリスは輸入超遇と地金の流出と
～・う極度の貿易上のア：■バラソスを経験することになったのである。〔9］それぱ
かりでなく，この時期のオラソダ人商人には非常に不利に働いた間題があっ
た。それはオランダ東インド会杜（Dutch　East　India　Company）とイギリ
ス東インド会杜（English　East　India　Company）との角遂が激化し，衝突が
激しくなるにつれて，イギリス東イソド会杜が意図的にロソドン居住のオラソ
ダ人商人の印象を悪くするような手段に訴えたからである。匝o〕こうLた事情を
背景にして，先の星室庁訴訟事件（StarChamberCase）が起こるのであ
る。匝i〕この訴訟事件の内容を簡単に要約すれぱ，富裕な外国人商人（とくにオ
ランダ人商人）はこれまで非合法な金融活動を営んだり地金（金・銀魂）輸出
を行ったりしてきたので，彼らは重い罰金に服さねぱならないというものであ
った。告訴の開始は1618年12月，最初160名の外国人商人が総額7百万ポンド
の地金輸出を行った廉で，またその後同様に40名の外国人商人が総額120万ポ
ソドの地金輸出をなしたという嫌疑をうげて告訴されたが，調査の結果，法務
長官（Attoney　Genera1）のSir　Henry　Yelvertonにより証拠の発見可能な
者として33人の商人（総額701，000ポソドの地金輸出）が残された。だがこの
証拠も決定的なものとはならず，最終的に18～19人の外国人商人のみが告訴さ
れるに至った。審議を経ての判決結果は18人の外国人商人に合計140，000ポ
ソドの罰金の賦課であった。この判決に対して，ロソドソの二つの外国人教会
（Dutch　and　French　Churches）によって支援された外国人商人はかなりの
挑戦的姿勢まで示したが，結局その姿勢も徒労に終わってしまい，罰金の支払
いのできない商人はフリート監獄（F1eet　prison）に監禁され，それに追い打
ちをかげるようにして国ヨEジェームズは彼らの家財を汲収してしまったのであ
る。以上のように1619年に不当な地金輸出の廉で外国人（オランダ人）商人を
告発した星室庁訴訟事件（Star　Chamber　Case）も，次に検討するように，
そこに隠された根本的動機に国王ジェームズの財政危機の建て直しの問題が接
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たわっており，それほどまでに国王の財政事情は逼迫していたのである。胸
　すなわち，金融問題を巡る国王と外国人商人との関係に。はもう少し複雑な絡
み合いがあったといわれている。国王は17世紀初頭から外国人商人のシンジケ
ートから資金の融資を受けており，例えぱ1603年には主にオランダ人商人から
なる90名の商人の一団がニリザベス女王に21，900ポ：■ドの貸付げをし，引ぎ
続き1607年には他の外国人商人の一団が国王ジニームズに14，500ポソドもの
資金を提供していたのである。⑫このように資金調達機能を外国人商人に負わ
せる施策は国王財政の窮追が進むにつれて顕著となり，とりわげ1617年の商業
危機以降この施策への依存は高まって行った。1617年にも国王は口1■ドソのコ
ーポレーショ1■からの借り入れと同時に，外国人商人から20，000ポンドの融
資を受げている。ω1619年の星室庁訴訟事件に外国人商人を巻き込むことは国
王側にとって次の二点で役立っていたと推測される。その第一は先述した様に，
外国人商人に賦課した罰金で国王の窒の金庫を埋めることができるという点で
あり，第二には，少なくとも1617年の商業危機以降，外国人商人から借り受げ
た多額の借金の返済をこの訴訟事件を切っ掛げに回避することができるという
点である。そLてこの訴訟事件で有罪判決を受けた商人によって支払われた罰
金によって，国王ジェームズの全負債の半分は解消されたと言われており，㈲
この罰金支払いによる収入への期待は枢密院内部でも相当高かったことがわか
るのである。さらにこのように外国人商人に対する露骨な支配が許されたのは，
ロンドン市民層の外国人商人に対する感情が様々な政治，経済上の理由で極め
て悪化していたからたのである。
　続いて，国内の非国教徒（ピューリタン）への追害の強化とそれに対する外
国入集団の対応の問題に検討を加えてみよう。外国人集団が当局の宗教政策で
本格的に苦慮するようになるのは，イギリス国教会へのコン7オームを強制し，
それに従わない考に容赦のない迫害を加えたウィリアム・ロードのピューリタ
ン穣減政策の激化と軌をひとつにLている。本来カルヴィン派のプロテスタン
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ト亡命者集団であり当然ピューリタンに深い親和性を示すこの一群は，一方で
極めて少数派の移民集団であるために，政府当局の保護によってのみ存在可能
であるという二つの対立する要因に左右されており，この二つの要因の間で亡
命者教会を代表とする外国人集団はこの迫害期に徴妙な動きを示すのである。
そこで以下の分析では文献の制約上ロンドンのオランダ人教会を中心に検討し
てみよう。
　ウィリアム・ロードの外国人教会に対する公的な圧追の開始は，1634年4月
ユ7目付のr報告書」The　State　of　the　French　and　Dutch　Churches　in
lEnglandの作成以降である。この報告書の中でロードは，外国人教会がいま
や国家にとって最大悪のピューリタソ（Puritans）に積極的な支持を与え，彼
らの側についていると公然と非難Lている。㈹
　1634年のロードによる報告書作成以降，同年12月9日にはケント（kent）の
外国人諸教会の代表考が調査委員会（Com㎜ittee　of　Enquiry）に召換され，
外国人集団として最初の禁止命令（injmCtiOnS）が下されることとなる。この
一禁止命令の主要内容は以下の通りである。第一に，オランダ人教会内のすべて
のイギリス人（Natives）は居往教区の教区教会に属すること，第二に，外国
生まれのオラソダ人およびフランス人教会の牧師はイギリス国教会で使用され
ている新薦書（Liturgy）を所持すること，この二点であった。ωそしてこう
した禁止命令が完全に履行されたならぱ，カルヴィニストたる外国人諸教会ぱ
完全に息の根を止められてしまうことになったといえよう。その危険性を敏感
に察知したロンドンの二つの外国人教会は，事態の深刻性を憂慮Lて貝口座に手
段を構じ，1635年2月5日にイングランド全部の外国人教会に急邊召集命令を
下し，総会（Synod）においてこの事態に如何に対処するか論議したのであっ
允。そLてこの危機的情況に対する外国人教会の防禦手段は，彼らの日常生活
が国家権力によって妨害されれぱ，イギリス国内における彼らの経済的比重が
あまりに大きいために，イギリス人の最も恐れる失業を呼び起こし，同時に国
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王はこれまでにも多く依存してきた外国人からの関税（CuStOmS）収入を減少
させるであろうとの，自己の「経済的長所」を前面に押し出す主張であった。㈱
それに加えて一方では，自己の勢力はイギリスにおいて少数派にすぎず，それ
も近年に至ってぱ滅少していることを証明するために，外国人教会の規模の縮L
小も強調しているのである。
　外国人諸教会のこうした主張に対して，ロードの本来の意図がどこにあった
のかという点が問題となるだろう。ロードとて100年近くにもわたって確立し
ていた外国人の経済活動を簡単に根絶させることはできなかったに相違ない。
実際にロードは外国人集団に直接的た圧追を加えてその産業活動を中断させよ
うとは，少しも考えていなかった。ロード自身がそのことを約束もLていた。
ロードが最も恐れたのは，1634年の報告書にもある様に外国人諸教会の存在が
国内のピューリタン諸サークルに大きなイソスピレーシ旦ンを与え続げ，ピュ
ーリタソの動きが活発化することだったのである。ごく少数派であり当局の保
護に頼らねぱ存続不可能な状況にあるロンドンをはじめとする各地方都市の外
国人集団がいかに否定しようとも，現実的には，カルヴィン派の外国人諸教会
とピューリタンたちが密接に連絡し合っていたことを否定するのは，地理的に
もできないことであった。つまり次の地理上の分布は外国人集団とピューリタ
ソとの背後の結合を裏づけているのである。外国人カルヴィン派諸教会はノリ
ッジやカンタベリーをはじめとするイングラソド東南部の諸都市に位置してい・
たが，この地帯は一方でロードやWentworthの迫害政策に対抗するピュー
リタソ勢力が最も頑強であった地域であり，ピューリタ：■革命時におげる議会
派の拠点でもあったのである。胆勤
　ところで1634年以降ロードから発令された禁止命令の影響を受げた外国人集
団も，ロードの本来の目的がイギリス国教会内部のノソ・コンフォーミスト撲’
滅にあり，自己の宗教的側面だけがロードの迫害政策と直接的に絡んでいるこ
とが理解されてくると，臣o彼らは請願書においてもイギリスのピューリタン分
　1558
　　　　ロソドソにおけるプ冒テスタソト亡命者杜会の形成と移民政策の展開　　455
子とはいささかの関係もないことを強調するようにたったのである。帥本来な
らピューリタン運動の拠点ともなるべき集団が，岡少数派であるがために当局
老に対しては意図に反する内容を強調せざる得ない矛盾を，こうした請願書の
中にもわれわれは見ることができる。鯛
　さて，経済的不況によってイギリス人からは外国人嫌いが発生し，1630年代
にはいってロードの宗教的迫害政策の中で自己の存立の基盤を危くされた外国
人集団は，ロードからの禁止命令の発令等で実際には如何なる被害を蒙ったの
であろうか。その経済活動に対して，イギリス人からは様々た不平，不満が生
じたけれども，目一ドの迫害政策の中心が宗教問題に隈定されていたために，
幸運にも経済的大打撃をこうむることなく，この苦悩の時期を乗り切ることが
できた。但しロードの禁止命令の影響が全くなかったわげではなく，特に外国
人教会に関して最低次の二点は指摘でき私第一に，外国人教会内部において
正常た信徒訓練（ディシプリソ）を行ない得なくなったという事，第二に，ピ
ューリタン革命へむげて会員数を減少させていったという事である。幽
　最後に，この外国人集団ばその後如何なる運命を辿ったのであろうか。1640
年秋，長期議会が召集されいよいよ内戦の準備が整えられると，ロンドン，ノ
リッジ，ヤーマスに居住する外国人が武装して二週間の軍事訓練に参加してい
る。これまで政府当局との矛盾をはらむ関係の中でかろうじて存在基盤を維持
してきた外国人集団はいっせいに蜂起し，今や公然とイングラソド東南部のノ
ンコン・フォーミストの側に立つに至ったのである。要するに外国人集団の抱
えていた宗教上の矛盾は内戦の開始によって解消され，その後彼らはクロムウ
ェル政権下の保護に服することになるのである。
注（1〕　O．P．Gre11，λ洲κ〃F〃〃5α〃∂肋3P刎7｛肋施Rωo1〃κ伽，τ〃1）〃o〃C屹刎κ尻
　　肋工o物do〃，1603＿1642．1983，pp．360＿361．
　（2）〃五，P．34。
　（3）　／あ｛〆，pp．34＿35。
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（4）　I　Scouloud1，亙召肋閉5ρ戸S〃α閉8〃s刎ま加〃2伽o力o〃∫，1953．1627．1635・
　1639，λS劾吻ρグακ〃κ砂2”伽o〆妙，1985，p．51．
（5）〃〃，P．52．
（6〕Gre11，oψ．o扱，P．192．
（7〕例えぱ森修二著『イギリス革命研究』（御茶の水書房，1978年），13頁，47頁等を
　参照。
く8）Scou1oudi，oク．泓，地肋7郷ガ∫物〃9㈱，P．26．1617年コヶインのプロジ呈
　クトが失敗L，イギリスの毛織物業カミ不況に陥ってゆく原因のひとつは，ネーデル
　ラソド内への完成品（dressed　and　dyed　cloth）輸入を禁止したDutch　edictにあ
　り，この勅令のために戸ソドソにおけるオラソダ人商人への反感が高まっていたの
　である〔Grell，oψ．c狙，P．193〕o
（g）　1bξ〃，p．196．
⑩1あ〃，p．195一オランダ人教会は枢密院に対して，イギリス東イソド会杜が不当
　に扇動Lて，口：■ドソ人をしてオランダ（フラマソ）人に反感を抱かせるようしむけ
　ていると訴えている。1626年2月18目，枢密院はこの件でオラソダ人教会側の代表
　者と東イソド会杜側の代表老とに出頭を命じ，東インド会杜に扇動的な行動を取る
　のを一定期間停止するよう命令を下している。
仁っ　Scou1oudi，oク．o狙，1～2勿7椛5ρアS伽囮施g2附，pp－26－27．
⑫　R．Ashton，丁加C〃〃地α施6肋2！1”o舳ツ〃〃肋左，1603＿1640．1960，pp．31＿
　46．当時の全般的不況に起因する国王の財政危機は，1618年には頂点に達していた。
　そして国王ジェームズは，コケイ：ノのプロジェクトの崩壊につながったネーデルラ
　ソドとの商業上の角逐の故に，ロソドソのオラソダ商人に対するイギリス人の態度
　が極めて冷やかなものであったことを知悉していたために，オランダ人商人に対し
　て相当強行な手段を敢ることもできたのである〔Gre11，oψ．‘肱，p．197〕。
q3　1肋〃，P．199・
⑭　1あ倣，p．200．Ashton，oψ．c払，p－22．
⑮　Greu，oψ．c肱，pp．201＿202一
⑲乃〃，P．333．ウィリアム・ロードは1632年には，a“report　and　remedy　con・
　cerning　the　French　and　Dutch　Churches　as　they　now　stand　in　ma日y　parts
　of　thiskingdo血，丘rstthedanger，and　thenthepublicre㎜edy”を書いてお
　り，この中では，外国人が富と土地を多く所有Lすぎていることと，イギリス人と
　は決して婚姻関係を結ばないことを指摘している〔1’あ姐，p．327〕。
⑪ヵ　1〃”，pp．334＿335．
⑱乃泌，p．339．禁止命令の発令以降，外国人諸教会から請願書が多く提出される
　が，その内容ぱほぼ共通している。例えぱ1635年7月26目の請願劃こおいては・第
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　一に，禁止命令が経済活動に及ぼす悪影響の故に，将来，外国人教会の貧しい者達
　が各教区の犬きな負担になるであろうという主張に加えて，第二に，オランダ（フ
　ラマソ）人やフラソス人に生計を依存する多くの貧しいイギリス人は賓困のどん底
　で喘ぐであろうという，当局者にとっての最犬の弱点に対する警告を行なっている
　〔1’肋∂、，p．345〕o
鯛　乃肱，p．347．外国人教会の地理的分布については，拙稿「エリザベス期イギリ
　スにおけるプ冒テスタソト亡命者の各都市定佳一十六世紀後半のイギリス経済と
　技術移転一」（早稲田犬学院『商経論集』第50号，1989年），15頁を参照。
旬　”∂、，p．346．1635年9月6目付の官一ドから外国人教会への通知において巨一
　ドは，外国人諸教会の解体は意図してないこと，ただ外国人がイギリス国教会の信
　徒訓練（discipline）と祈薦書にコソフォームする様に書いている。
倒乃肱，p．345。例えぱノリソジの外国人教会はピューリタソと係わりの注いこと
　を特に強調している。
鋤〃6、，p－350．ロソドソのオラソダ人教会がピューリタソの諸サークルと接触を
　保っていたことは明白であり，1648年の王続派のバン7レヅト“Persecutio　U聰一
　deCi㎜a”ではロソドソのピューリタンを攻撃Lながら，ピューリタソの指導老の
　何人かが将来の教会政治のための恵言を得るためにAustin　Friarsを訪ねていた
　と記Lているo
鯛乃倣，pp．347－348，p－379．外国人教会とりわけここではオラング人教会のイギ
　リス国教会観は非常に徴妙で，それはこの時期の教会の存立が聖俗両面において・
　イギリス人との良好な関係に依存していたからである。公的立場としては，自己の
　ディシプリソと国教会のディシブリソにはわずかの相違しかないとしていたが，教
　会内部においては，国教会のディツプリンで教育された者を指導名としては決して
　むかえておらず，国教会のやり方をあからさまに批判することはないが・できる隈
　り係わりを持たないようにしているのである。
鋤乃泌，p．361．Scouloudi，o力．o肱，1～物榊sげS物免g㈱，p．95．特筆すべきこ
　とにこの時期に外国人教会はCo口fomistとNon・Confomisいこ分裂し，以後こ
　の二つの立場で別々に存統Lて行くのである。
V　結　語
　まず最初に本稿第皿章では，ロンドン移民杜会は1540年代以前に形成されて
おり，従って亡命者が大量に流入しても，彼らを受げ入れる素地はすでに確立
していたことが指摘された。亡命者が定住し始めた時の彼らに対する当局者の
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意議は，そのr熟練技術」にあったのではなく当時異端規されたアナバプテス
ト派のr監視役」であったが，この意識は徐々に変化してr熟練職人」として
の亡命者が当局者の脳裏を完全に占めるに至るのである。やがて女王メアリ治
世をむかえ，宗教政策の大転換ゆえに亡命者集団は苦難の時を経験し，多数の
者が再亡命を余儀なくされた。だが，幸いこの亡命者がロンドンの諸カンバニ
ーにとって必要不可決の熟練職人層を形成していたために，カンバニーからσ
保護を受げ9eneral　exodusに結果することはなかったのであった。
　第皿章一（1）節では，1560年以降ニリザベスー世治下に入ると新たに亡命考が
大量に流入Lて，東南部の各地方都市に定住地を広げていったが，この時期に
至るとr新技術」，r新職業」を持ったr熟練職人」とLての亡命老に対する意
識は当局考の間に完全に定着していたことが指摘された。即ち，当時盛んに議
論された絶対王制による謂わぱ「上から」の国民経済確立運動を背景にして，
開明的な政治家ウィリアム・セシルが亡命者コロニーの確立と彼らの従事する
r新麟業」の導入に熱しに活動することにたったのである。当期になると亡命
考の担う織業もそれ以前の段階とはかなり変化しており，イギリスには定着し
ていなかった絹織物や新毛織物（New　Draperies）の織布工達が大量に流入し
てくる。しかし新毛織物の織布工はその後の職業分類からは若干例を除いて検二
出されず，彼らは速やかに東南部の諸都市に移動して行ったと推測されるので
ある。
　亡命老の出身地と彼らの導入した「新職業」に関しては第皿章一（2）節で分析
を試みたが，現時点では十分に解明されたとは言い難い。彼らの出身地が中央
ヨーロッバの北西都であったことは確定できた。本稿第皿章一（3）節において，
外国人の服した法律上の問題は彼らの経済活動にスポットをあてるための一手
段として扱われている。亡命老がロンドンに定住し職業活動を営む場合には，
国籍取得者となるか完全に帰化するかの二つの方法が最も確実であったが，と
くに前者の国籍取得考となる外国人はエリザベス期の20年を過ぎると一1580－
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年以降一急速に減少していくことを指摘しておいた。本稿ではこうした現象
が発生したのは，外国人の基本的た経済単位が諸カソパニーとはほとんどの関
係を持たない「独立の手工業経営」であったことを示唆するにとどめた。即ち，
外国人のr独立手工業経営」内に相当数のイギリス人が雇職人や徒弟とLて敢
り込まれて，そこで外国人の保持するr高度の熟練技術」が伝授されていたと
いう事が判明したのである。
　さらに本稿第皿章一4）節においては，熟練工外国人がロンドンのカソパニー
とどのように係わっていたかという問題の解明を試みれ基本的にはr独立の
手工業経営者」であった外国人の経済活動も，他方である程度は諸カンパニー
と関係を拷っていたことが確認された。その中でもLondon　Wea∀ers’Com－
panyとの関係が最も緊密であったことが理解されたのである。
　本稿の第V章ではさらに，17世紀初期からピューリタン革命に至る激動の時
期に，こあ外国人集団がどのような運命を辿ったかについて検討した。とりわ
げ1620年代の不況期にはロンドソの各種の職人層から外国人の経済活動は猛烈
な勢いで攻撃にさらされ，苦難の時代を経験するが，外国人の経済活動がロソ
ドン内部においてr自已完結型」で営まれていたおかげで，かろうじてこの時
期を乗り切れたのであった。また外国人熟練工に対する保護政策が急速に転換
するのは，1630年代にウィリアム・ロードがピューリタン撲滅政策を展開する
ようになってからであっれ彼らにはイギリス国教会へのコンフォームが要求
されたが，幸いロードの意識の中に外国人の職業活動を停止させる意図はなか
ったために，彼らの日常生活にまで迫害の手が伸びることはなかったのであっ
た。さらに外国人商人の直面した問題は，金融間題を巡る国王との関係でのみ
述べておいた。
　今後の筆者の研究は，東南部各都市の亡命者コロニーへと移行する予定だが出
1570年以降の都市工業と農村工業の新たな結合関係の成立に，この亡命者コロ
ニーがどのように結んでいたのかという点が解明されねぱならないと考えてい
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